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最
近
適
応
障
害

と
い
う
言
葉
を
多

く
聞
く
よ
う
に
な

っ
た
。
私
の
好
き

な
ア
イ
ド
ル
の
メ

ン
バ
ー
の
１
人
も

適
応
障
害
と
診
断

さ
れ
、
11
月
の
有

観
客
で
の
初
ラ
イ

ブ
を
目
前
に
、
一

時
活
動
休
止
と
な
っ
て
し
ま
っ

た
。
今
は
ゆ
っ
く
り
休
息
を

取
っ
て
ほ
し
い
▼
適
応
障
害
患

者
は
人
口
の
５
〜
６
％
と
言
わ

れ
て
お
り
、
誰
で
も
な
り
得
る

病
気
で
あ
る
。
「
環
境
に
適
応

で
き
な
い
弱
い
人
」
が
な
る
病

気
と
思
わ
れ
が
ち
で
あ
る
が
そ

う
で
は
な
く
、
「
そ
の
環
境
が

た
ま
た
ま
そ
の
人
に
合
わ
な
か

っ
た
（
心
の
ア
レ
ル
ギ
ー
）
」

場
合
に
な
る
も
の
で
あ
る
そ
う

だ
。
適
応
障
害
は
、
う
つ
病
と

も
違
う
ら
し
い
。
人
間
関
係
や

長
時
間
労
働
な
ど
は
っ
き
り
と

し
た
ス
ト
レ
ス
の
原
因
が
あ

り
、
そ
の
ス
ト
レ
ス
か
ら
離
れ

て
い
る
場
合
に
は
比
較
的
症
状

が
良
く
な
る
こ
と
が
多
い
よ
う

だ
▼
適
応
障
害
の
治
療
は
ス

ト
レ
ス
の
原
因
を
取
り
除
く

こ
と
で
あ
る
た
め
、
３
〜
６
カ

月
程
度
休
む
こ
と
も
必
要
に
な

っ
て
く
る
。
仕
事
で
休
め
な
い

と
い
う
人
も
い
る
か
も
し
れ
な

い
が
、
健
康
で
あ
る
限
り
は
働

く
こ
と
が
で
き
る
。
自
分
の
身

体
を
優
先
し
て
ほ
し
い
▼
コ
ロ

ナ
で
働
き
方
に
つ
い
て
の
課
題

が
顕
在
化
し
て
き
た
。
組
合
で

は
私
生
活
も
充
実
さ
せ
ら
れ
る

よ
う
、
多
く
の
組
合
員
に
働
き

や
す
い
職
場
の
た
め
活
動
を
継

続
し
て
い
く
。
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10
月
４
日
、
県
地
公
共
闘
は

県
人
勧
報
告
・
勧
告
を
目
前
に
、

全
職
員
に
よ
る
大
型
ハ
ガ
キ
署

名
（
１
次
と
合
わ
せ
１
，５
３
５

枚
・
１
０
，４
３
９
筆
）
を
手

交
し
、
最
終
局
面
と
な
る
熊
谷

人
事
委
員
長
と
交
渉
を
行
っ
た
。

　

交
渉
で
は
、
震
災
や
コ
ロ
ナ

対
応
な
ど
、
昼
夜
問
わ
ず
頑
張
っ

て
い
る
職
員
の
た
め
に
も
、
民

間
調
査
に
よ
ら
な
い
職
員
の
頑

張
り
に
応
じ
た
給
与
水
準
の
維

持
、
度
重
な
る
賃
金
抑
制
を
強

い
ら
れ
て
い
る
高
齢
層
職
員
の

勤
務
意
欲
策
、
専
門
職
種
の
処

遇
改
善
、
仕
事
と
の
両
立
支
援

の
た
め
の
不
妊
治
療
休
暇
の
制

度
新
設
、
長
時
間
労
働
の
是
正

な
ど
を
重
点
課
題
と
し
て
職
場

の
一
言
要
求
と
と
も
に
前
進
勧

告
を
訴
え
て
き
た
。

【
月
例
給
・
一
時
金
】

　

公
民
較
差
は
極
め
て
小
さ
く
、

月
例
給
の
改
定
は
な
し
。
一
時

金
は
昨
年
を
大
き
く
下
回
り
４

・
３
０
月
と
す
る
勧
告
。
国
と

同
様
の
支
給
月
数
だ
が
、
生
活

水
準
確
保
の
観
点
で
問
題
山
積

だ
。
昨
年
度
は
厳
し
い
コ
ロ
ナ

情
勢
で
も
維
持
さ
せ
た
経
過
か

ら
、
確
定
闘
争
で
は
人
勧
以
上

の
削
減
阻
止
の
た
た
か
い
が
必

要
で
あ
る
。
加
え
て
、
会
計
年

度
任
用
職
員
へ
の
一
時
金
削
減

の
波
及
阻
止
も
重
要
な
課
題
で

あ
る
。

【
高
齢
層
職
員
の
勤
務
意
欲
策
】

　

重
要
な
課
題
と
認
識
す
る
も
、

「
定
年
引
上
げ
に
伴
う
給
与
の

見
直
し
を
注
視
し
、
引
き
続
き

検
討
」
と
不
満
の
残
る
回
答
と

な
っ
た
。
定
年
引
上
げ
対
象
者

は
給
与
水
準
が
抑
制
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
職
員
が
不
安
に
な
ら

な
い
制
度
を
求
め
て
い
く
。

【
専
門
職
種
の
処
遇
改
善
】

　

採
用
が
極
め
て
困
難
な
獣
医

師
に
関
し
て
、
給
与
面
で
の
処

遇
改
善
を
報
告
で
言
及
。
任
命

権
者
交
渉
で
の
具
体
化
と
、
そ

の
他
の
採
用
困
難
職
種
の
処
遇

改
善
を
求
め
る
。

【
両
立
支
援
制
度
】

　

継
続
課
題
で
あ
る
不
妊
治
療

休
暇
新
設
に
向
け
検
討
が
必
要

と
言
及
。
確
定
闘
争
で
は
、
広

い
県
土
を
有
す
る
当
県
の
通
院

事
情
等
を
踏
ま
え
た
日
数
の
実

現
を
は
か
る
。

【
長
時
間
労
働
の
是
正
】

　

業
務
削
減
、
合
理
化
対
策
で

も
な
お
長
時
間
労
働
が
解
消
さ

れ
な
い
場
合
は
、
人
員
確
保
が

必
要
と
す
る
も
、
具
体
に
乏
し

＝
不
妊
治
療
休
暇
必
要
と
言
及
・
勤
務
意
欲
策
は
継
続
課
題
に
＝

一
時
金
４
・
３
０
月
へ
引
き
下
げ

一
時
金
４
・
３
０
月
へ
引
き
下
げ

一関市議選「千葉のぶよし」
三期目当選果たす 

　

９
月
26
日
告
示
・
10
月
３
日
投
開
票
の
一
関

市
議
選
（
定
数
26
人
、
立
候
補
者
27
人
）
で
、

県
職
労
推
薦
候
補
の
「
千
葉
の
ぶ
よ
し
」
（
62

歳
・
現
２
期
・
国
労
出
身
）
さ
ん
は
、
１
，７

２
８
票
を
獲
得
し
、
見
事
当
選
を
果
た
し
た
。

　

千
葉
の
ぶ
よ
し
さ
ん
は
、
三
期
目
を
迎
え
る

に
当
た
り
「
支
援
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
の
期
待

に
添
え
る
べ
く
、
郷
土
一
関
の
よ
り
一
層
の
発

展
を
め
ざ
し
、
初
心
に
帰
り
、
労
を
惜
し
ま
ず

愚
直
に
働
き
通
す
」
と
改
め
て
決
意
し
ま
し
た
。

　

10 
月
12 
日
、
県
人
事
委
員
会
は
、
月
例
給
を
据
え
置
き
、
一
時

金
を
４
・
３
０
月
（
国
と
同
様
）
へ
の
引
下
げ
、
獣
医
師
の
給
与

面
に
よ
る
処
遇
改
善
と
不
妊
治
療
休
暇
の
新
設
を
検
討
す
る
よ
う

求
め
る
報
告
・
勧
告
を
行
っ
た
。
全
世
代
が
実
感
で
き
る
改
善
と

は
程
遠
く
、
県
地
方
公
務
員
共
闘
会
議
は
、
確
定
闘
争
で
賃
金
水

準
・
維
持
の
具
体
的
改
善
に
向
け
取
り
組
み
を
強
化
す
る
。

い
回
答
と
な
っ
た
。
確
定
闘
争

で
実
効
力
あ
る
対
策
を
求
め
る
。

【
確
定
闘
争
に
向
け
て
】

　

職
場
で
奮
闘
す
る
職
員
の
勤

務
意
欲
確
保
の
実
現
に
は
程
遠

い
。
引
き
続
く
確
定
闘
争
で
は

「
知
事
あ
て
大
型
ハ
ガ
キ
署

名
」
に
取
り
組
み
、
多
く
の
改

善
を
求
め
る
。
こ
れ
か
ら
も
組

合
員
の
結
集
を
お
願
い
す
る
。

▲回答する熊谷人事委員長（右） ▲職員の勤務意欲確保の実現を求めて挨拶をする金田一地公共闘議長

　10 月５日（火）、花

巻支部執行部・分会長

合同会議において、本

部から人勧闘争におけ

る情勢報告をした動画

です。QＲコードでご

覧いただけます。

人勧情勢報告

▲大型ハガキ署名を手渡す金田一地公共闘議長（左）

▲発言する大﨑県職労委員長

▲当選を果たし3期目の決意を語る千葉のぶよしさん

視聴してみよう！



　

10
月
４
日
に
岸
田
自
公
政
権

が
発
足
し
た
。
岸
田
首
相
は
就

任
記
者
会
見
で
臨
時
国
会
最
終

日
（
14
日
）
に
衆
議
院
を
解
散
、

10
月
19
日
公
示
・
31
日
投
開
票

を
表
明
し
た
。

　

岸
田
政
権
は
「
新
時
代
共
創

内
閣
」
と
銘
打
ち
、
政
治
の
刷

新
を
訴
え
て
い
る
が
、
新
し
い

資
本
主
義
と
題
し
つ
つ
安
倍
政

権
の
経
済
政
策
を
継
承
す
る
と

と
も
に
、
憲
法
改
正
を
目
論
ん

で
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
、

こ
れ
ま
で
の
安
倍
・
菅
政
権
と

変
わ
ら
ず
、
私
た
ち
が
求
め
る

政
治
と
は
程
遠
い
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
は
も
と
よ

り
、
度
重
な
る
災
害
で
公
務
職

場
の
脆
弱
さ
が
露
呈
し
た
。
公

務
職
場
を
守
り
、
住
民
福
祉
の

向
上
の
た
め
に
も
、
自
公
政
権

下
で
行
わ
れ
た
合
理
化
に
歯
止

め
を
か
け
、
働
く
者
を
軸
と
す

る
社
会
の
実
現
と
平
和
憲
法
を

生
活
に
活
か
す
政
治
へ
の
転
換

を
め
ざ
し
、
政
権
交
代
を
実
現

さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。

　

衆
議
院
議
員
選
挙
に
当
た
り
、

県
職
労
は
平
和
憲
法
の
理
念
を

活
か
し
、
労
働
者
の
視
点
に
立

っ
た
政
治
の
実
現
の
た
め
、
次

の
候
補
者
・
政
党
を
支
持
す
る

こ
と
と
し
た
（
立
憲
民
主
党
内

に
は
、
社
民
党
か
ら
移
行
し
た

議
員
で
構
成
さ
れ
る
社
会
民
主

　

県
庁
支
部
青
婦
部
で
は
、
10

月
の
毎
週
金
曜
日
に
新
採
用
向

け
の
組
合
説
明
昼
食
会
を
開
催

す
る
こ
と
と
し
、
第
１
回
目
の

昼
食
会
を
８
日
に
開
催
。
未
加

入
新
採
用
２
人
と
加
入
済
新
採

用
１
人
に
対
し
、
民
間
保
険
と

確
定
闘
争
・
組
織
拡
大
に
全
力
を

地
方
職
員
共
済
組
合
、
組
合
の

共
済
の
違
い
な
ど
保
険
・
共
済

関
係
に
絞
っ
て
説
明
を
行
っ
た
。

　

共
済
と
保
険
の
大
き
な
違
い

は
営
利
事
業
か
非
営
利
事
業
か

と
い
う
こ
と
。
組
合
の
共
済
は

「
助
け
合
い
」
を
目
的
と
し
て

作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
た
め
充

実
し
た
保
障
と
な
っ
て
い
る
。

　

貯
金
（
積
立
）
に
つ
い
て
も

話
を
し
た
。
銀
行
で
貯
金
す
る

人
が
多
い
よ
う
に
思
う
が
、
そ

れ
で
は
利
息
も
つ
か
ず
、
つ
い

た
利
息
に
対
し
て
は
税
金
も
掛

か
る
た
め
お
勧
め
は
で
き
な
い
。

組
合
の
長
期
共
済
は
長
い
期
間

計
画
的
に
積
立
を
行
う
こ
と
で
、

解
約
返
戻
金
も
増
え
お
得
に
積

立
で
き
る
制
度
が
あ
る
。ま
た
、

▲県庁支部で行われた昼食会のようす

佐々木結麻 代議員 菊池勉 代議員 佐藤亮太 代議員

▲運動方針について議論した定期大会

自
治
労
県
本
部
第
55
回
定
期
大
会

掛
金
は
所
得
控
除
の
対
象
と
な

る
た
め
銀
行
に
預
け
る
よ
り
も

支
払
う
税
額
も
少
な
く
済
ま
せ

る
こ
と
も
で
き
る
。

　

新
採
用
か
ら
は
、
保
険
も
入

っ
て
お
ら
ず
積
立
も
し
て
い
な

か
っ
た
た
め
、
こ
れ
を
機
に
前

向
き
に
検
討
し
た
い
と
の
感
想

も
あ
っ
た
。
今
後
も
関
わ
る
機

会
を
増
や
し
、
加
入
に
向
け
た

取
り
組
み
を
継
続
し
て
い
く
。

10
月 
毎
週
金
曜
日
に
開
催

　

10
月
２
日
、
自
治
労
県
本
部

第
55
回
定
期
大
会
が
開
催
さ
れ
、

県
職
労
か
ら
代
議
員
を
は
じ
め

17
人
が
参
加
し
た
。

　

伊
藤
県
本
部
執
行
委
員
長
か

ら
「
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
が
続
き
、

か
つ
ワ
ク
チ
ン
接
種
業
務
で
自

治
体
職
場
は
厳
し
い
実
態
に
あ

る
。
そ
う
し
た
中
、
国
人
勧
で

一
時
金
０
・
１
５
月
マ
イ
ナ
ス

の
勧
告
と
な
っ
た
。
コ
ロ
ナ
禍

で
厳
し
い
職
場
実
態
で
奮
闘
す

る
職
員
に
対
し
て
納
得
い
か
な

い
内
容
だ
。
県
人
勧
闘
争
も
佳

境
を
迎
え
、
確
定
闘
争
が
本
格

化
す
る
。
賃
金
・
労
働
条
件
改

善
に
向
け
て
21
確
定
闘
争
に
全

力
を
。
来
た
る
衆
議
院
議
員
選

挙
で
は
、
政
権
交
代
実
現
を
め

ざ
し
、
勝
利
に
向
け
て
全
力
で

取
り
組
も
う
。
更
に
は
、
組
織
・

基
盤
強
化
計
画
も
最
終
年
度
を
迎

え
る
。
県
本
部
組
織
の
拡
大
に
向

け
て
新
採
用
・
未
加
入
者
・
会

計
年
度
任
用
職
員
の
組
織
化
に

県
本
部
一
体
と
な
っ
て
取
り
組

み
を
推
進
し
て
い
く
。
課
題
が

多
い
県
本
部
で
あ
る
が
、
本
日

の
運
動
方
針
を
是
非
皆
さ
ん
の

討
論
に
よ
っ
て
補
強
を
」
と
あ

い
さ
つ
。

　

経
過
報
告
で
は
、
県
本
部
青

年
部
副
部
長
に
就
任
し
た
佐
藤

亮
太
代
議
員
（
県
職
労
）
か
ら

青
年
部
運
動
に
つ
い
て
、
県
本

部
現
業
評
議
会
議
長
・
菊
池
勉

代
議
員
（
県
職
労
）
か
ら
現
業

の
新
規
採
用
を
柱
と
す
る
現
業

闘
争
の
課
題
と
今
後
の
現
業
闘

争
に
向
け
て
報
告
を
し
た
。

　

議
事
で
は
、
県
本
部
及
川
書

記
長
か
ら
運
動
方
針
な
ど
を
提

案
。
佐
々
木
結
麻
代
議
員
を
は

じ
め
、
県
職
労
代
議
員
か
ら
県

職
労
の
新
規
採
用
者
の
加
入
拡

大
を
は
じ
め
と
し
た
組
織
強
化

拡
大
に
向
け
た
決
意
、
21
県
人

勧
闘
争
と
確
定
闘
争
へ
の
決
意
、

定
年
延
長
や
会
計
年
度
任
用
職
員

の
課
題
を
発
言
の
う
え
、
各
単
組

か
ら
も
補
強
発
言
を
受
け
、
運
動

方
針
は
採
択
さ
れ
た
。

　

県
本
部
役
員
選
挙
も
行
わ
れ
、

大
﨑
勝
弘
委
員
長
が
県
本
部
副

執
行
委
員
長
と
し
て
継
続
し
、

及
川
隆
浩
書
記
長
、
今
野
善
文

監
査
委
員
は
続
投
で
信
任
さ
れ

た
。
最
後
に
伊
藤
委
員
長
の
団

結
ガ
ン
バ
ロ
ー
で
意
思
統
一
し
、

１
年
間
の
運
動
前
進
に
全
力
を

挙
げ
る
こ
と
を
誓
い
合
っ
た
。

主
義
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
あ
り
、
労

働
組
合
の
政
治
理
念
に
即
し
た

活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
）。

【
選
挙
区
】
平
和
環
境
県
セ
ン

タ
ー
と
候
補
予
定
者
と
の
政
策

協
定
を
踏
ま
え
、
次
の
候
補
予

定
者
を
推
薦
す
る
。

　

２
区 

大
林
ま
さ
ひ
で
（
立

憲
民
主
党
・
57
歳
・
新
人
）

　

３
区 

小
沢
　
一
郎
（
立
憲

民
主
党
・
79
歳
・
現
17
期
）

（
１
区
は
直
前
の
動
向
を
見
極

め
た
う
え
で
判
断
。
決
定
次
第
、

赤
枠
号
外
で
周
知
し
ま
す
）

【
比
例
区
】
立
憲
民
主
党

　

組
合
員
の
皆
さ
ん
の
支
持
を

お
願
い
す
る
。
ま
た
、
選
挙
は

棄
権
せ
ず
、
し
っ
か
り
１
票
を

投
じ
る
よ
う
お
願
い
す
る
。

（
投
票
日
に
投
票
で
き
な
い
時

は
、
期
日
前
投
票
を
し
よ
う
）

選挙区・比例区での勝利に向けて支持拡大を

10月 19日公示・31日投開票　衆議院議員選挙

政権交代めざし『立憲民主党』を推薦 ＝
衆
議
院
選
挙
で
の
政
権
交
代
を
め
ざ
す
＝

学
習
コ
ラ
ム

⑤
役
職
定
年
制
・
特
例
任
用

定
年
延
長
導
入
の
ポ
イ
ン
ト

【
①
役
職
定
年
制
】

　

定
年
の
引
上
げ
後
も
組
織
の
新
陳
代
謝
を
確
保
し
、
そ
の
活
力
を

維
持
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
管
理
監
督
職
員
を
対
象
と
し
、
役

職
定
年
制
を
導
入
す
る
。
管
理
監
督
職
に
就
い
て
い
る
職
員
が
「
役

職
定
年
年
齢
」
（
60
歳
）
に
達
し
た
場
合
、
そ
の
日
以
降
最
初
の
４

月
１
日
ま
で
の
期
間
（
異
動
期
間
）
に
他
の
職
（
管
理
監
督
職
以
外

の
職
）
に
任
用
替
え
（
降
任
ま
た
は
転
任
）
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

役
職
定
年
の
対
象
と
な
る
役
職
と
し
て
、
国
で
は
管
理
職
手
当
支

給
対
象
者
を
想
定
し
て
お
り
、
委
細
は
各
自
治
体
で
定
め
る
こ
と
と

な
っ
て
い
る
。

　

課
題
と
し
て
、
当
県
に
お
け
る
給
料
の
特
別
調
整
額
（
い
わ
ゆ
る

管
理
職
手
当
）
支
給
対
象
者
の
中
に
は
、
担
当
課
長
級
も
含
ま
れ
る
。

役
職
定
年
の
対
象
と
な
る
役
職
に
関
し
て
は
、
実
際
に
管
理
監
督
者

に
限
る
運
用
と
す
る
必
要
が
あ
る
。

（
例
え
ば
、
管
理
職
手
当
支
給
対
象
者
に
は
超
過
勤
務
手
当
が
支
給

さ
れ
な
い
が
、
超
過
勤
務
手
当
の
縮
減
を
目
的
に
管
理
職
手
当
対
象

と
し
て
い
る
ケ
ー
ス
が
あ

る
。
そ
う
し
た
運
用
を
改

め
さ
せ
る
こ
と
も
必
要
と

な
る
）
。

　

ま
た
、
か
つ
て
の
上
司

が
部
下
に
な
る
と
い
う
状

況
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
広

く
出
て
く
る
こ
と
に
な
り
、

本
人
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

や
職
場
の
人
間
関
係
に
支
障
が
出
る
恐
れ
が
あ
り
、
役
職
定
年
後
の

職
員
の
配
置
や
職
務
内
容
に
つ
い
て
あ
ら
か
じ
め
検
討
し
て
お
く
こ

と
が
必
要
と
な
る
（
例
：
専
門
職
の
ス
タ
ッ
フ
の
位
置
付
け
と
す
る

等
）
。

【
②
特
例
任
用
（
役
職
定
年
の
例
外
）
】

　

役
職
定
年
の
例
外
と
し
て
、
特
例
任
用
の
制
度
を
創
設
。
❶
個
々

の
職
員
に
設
定
す
る
場
合
、
❷
一
定
の
管
理
職
群
で
設
定
す
る
場
合

が
あ
る
。

　

❶
は
、
職
務
遂
行
上
の
特
別
な
事
情
や
職
務
の
特
殊
性
に
よ
り
そ

の
ポ
ス
ト
の
欠
員
の
補
充
が
困
難
で
あ
る
場
合
等
に
限
ら
れ
、
最
長

３
年
間
の
勤
務
延
長
が
可
能
で
あ
る
（
図
１
）
。
給
与
水
準
は
７
割

と
な
ら
な
い
。

　

❷
は
、
特
定
の
管
理
職
グ
ル
ー
プ
に
つ
い
て
、
一
律
に
役
職
定
年

制
を
適
用
し
た
場
合
、
欠
員
の
補
充
が
困
難
と
な
る
場
合
に
限
ら
れ

る
（
図
２
）
。
給
与
水
準
は
７
割
に
調
整
さ
れ
る
。

　

特
例
任
用
は
、
組
織
の
新
陳
代
謝
を
確
保
し
て
公
務
能
率
の
確
保

を
図
る
と
い
う
制
度
趣
旨
に
反
し
な
い
範
囲
で
定
め
る
必
要
が
あ
り
、

安
易
に
例
外
措
置
を
定
め
る
こ
と
や
、
拡
大
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ

う
に
す
る
必
要
が
あ
る
。
更
新
時
も
同
様
。

次
回
は
⑥ 

定
数
管
理
上
の
諸
課
題 

を
テ
ー
マ
と
し
ま
す
。

県
庁
支
部

青
婦
部

加
入
促
進
昼
食
会

2区　大林 まさひで
（立憲民主党・新人）

3区　小沢　一郎
（立憲民主党・現 17 期）
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